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論  文  内  容  の  要  旨  

我が国に於いて肺塞栓は比較的まれな疾患であったが，近年その発症率が増加していることが指摘されている。急性肺塞  

栓の診断の際に換気血流シンチと造影ヘリカルCTが用いられる。各々の検査について感度・特異度などの検査特性を検討  

した研究は散見されるが，換気血流シンチと造影ヘリカルCTの検査特性についての比較は充分になされていない。比較に  

際して問題となるのは，研究によって報告される検査特性にばらつきがあることである。本研究は，複数の研究の検査特性  

を統合して比較するサマリー受診者動作特性曲線分析を用いて，急性肺塞栓の診断における換気血流シンチと造影ヘリカル  

CTの検査特性の比較を行った。論文の検索のために，MEDLINEとEMBASEデータベースを用いた。換気血流シンチ  

については1995年1月から2003年3月まで，ヘリカルCTについては1990年1月から2003年3月までに出版された論文を対  

象として，1）急性肺塞栓を対象としている，2）肺動脈造影が参照基準として用いられている，3）検査所見について，  

真の陽性患者数，擬陽性患者数，真の陰性患者数，偽陰性患者数のデータが利用可能である，の3つの採用基準を全て満た  

す研究を本解析に含んだ。近年のヘリカルCTの技術的進歩を考慮して，感度分析として1995年以前に出版されたヘリカル  

CTの論文を除外しても解析を行った。本解析に含まれたのは換気血流シンチもしくはヘリカルCTの検査特性を検討した  

12の研究である。ランダム効果モデルを用いた結果，ヘリカルCTの統合された感度は86％（95％信頼区間，80．2－92．1  

％），特異度は93．7％（95％信頼区間，91．1－96．3％）であった。一方，換気血流シンチの統合された検査特性は，高確率  

域値を用いた場合感度39．0％（95％信頼区間，37．3－40．8％），特異度97．1％（95％信頼区間，96．0－98．3％），正常域値を  

用いた場合感度98．3％（95％信頼区間，97．2－99．5％），特異度4．8％（95％信頼区間，4．7－4．9％）であった。ヘリカル  

CTが検査特性上優れていることを示す回帰係数は，高確率域借を用いた換気血流シンチと比較した場合0．588（95％信頼  

区間，－1．55－2．74），正常域値を用いたシンチと比較した場合4．14（95％信頼区間，－0．002－8．28）であった。検査前確率  

の低い患者を対象として急性肺塞栓を除外するためには造影ヘリカルCTが優れているが，検査前確率が中程度から高い患  

者に確定診断を下す目的に於いては二つの検査は同等であることが示された。本研究の結果は肺塞栓の診断における検査の  

選択についての医学的判断に必要な根拠を示した。  

論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨  

我が国に於いて肺塞栓は比較的まれな疾患であったが，近年その発症率が増加していることが指摘され，正確な診断の重  

要性が増している。急性肺塞栓の診断の際に換気血流シンチと造影ヘリカルCTが用いられるが，各検査の検査特性につい  

ての比較は充分になされていない。本研究では，医学研究のデータベースであるMEDLINEとEMBSASEを用いて関連  

論文の系統的な検索を行い，検出された複数の研究の検査特性を統合して比較するサマリー受診者動作特性曲線分析を用い  

て，急性肺塞栓の診断における換気血流シンチと造影ヘリカルCTの検査特性の比較を行った。サマリー受診者動作特性曲  

線分析の結果，検査前確率の低い患者を対象として急性肺塞栓を除外するためには造影ヘリカルCTが優れているが，検査  
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前確率が中程度から高い患者に確定診断を下す目的に於いては二つの検査は同等であることが示された。本研究の結果を用  

いることにより，肺塞栓の診断をより科学的に行うことが可能となる。   

以上の研究は急性肺塞栓の診断検査の評価に貢献し，今後の診断戦略に寄与するものである。したがって，本論文は博士  

（医学）の学位論文として価値あるものと認める。  

なお，本学位授与申請者は，平成17年12月6日実施の論文内容とそれに関連した試問を受け，合格と認められたものである。  
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